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栗 原 俊 輔

宇都宮はどのように紅茶を活かせるのか？
－ 日本における紅茶を通した市民活動から見る宇都宮・栃木の可能性 －

はじめに

本稿は栃木県および宇都宮市における紅茶を

通した市民レベルでの活動の活性化を探ること

が目的である。特に日本に輸入される紅茶の約

7 割を占めるセイロンティーを生産する、スリ

ランカの紅茶プランテーションに居住する農園

労働者の生活環境を改善するため、日本の紅茶

消費者、特に栃木県および宇都宮市の市民や団

体が、紅茶を通してどのような活動ができ、ま

たどのようなかかわり方ができるのかという点

に焦点を当てて検証していく。

栃木県宇都宮市は餃子による町おこしにより

今や宇都宮といえば餃子というほど全国区の知

名度である。宇都宮市における他の品目の消費

傾向を見ると非常に興味深く、餃子以外にも全

国上位の消費を誇るものがある。それが紅茶で

ある。

紅茶の消費量は横浜市、京都市、神戸市など

とならび、全国で常に上位に位置している。

2008 年においては、宇都宮が紅茶消費量全国 1

位であった（総務省 2008）。

一方で、日本に輸入される紅茶の約 7 割がス

リランカ産のセイロンティーである（財務省 

2014）。このことは、宇都宮市民が多くのセイ

ロンティーを消費しているとも言え、意識せず

にしてスリランカとのかかわりが生まれている

と言えるのではないだろうか。

スリランカの紅茶農園は 19 世紀のイギリス

植民地時代より連綿と続くプランテーション制

度のもとに生産され、その労働者は現在でも劣

悪な生活環境のもとに先祖代々同じ茶園に暮ら

し続け、行政サービスや教育設備の未充実、そ

してアルコール中毒や青年層の未就労など社会

問題も深刻である（Kurihara 2014）。

栗原研究室では、スリランカの紅茶農園労働

者の生活環境改善における、先進国の紅茶消費

者の責任と役割について研究している。宇都宮

市が紅茶消費において全国上位ということに着

目し、宇都宮市および栃木県域における紅茶お

よび茶栽培に関連する取り組みをスリランカの

紅茶農園労働者へとつなげることによって、

植民地時代同様の生活をしている農園労働者の

生活環境改善に貢献する方策を見出すため、宇

都宮市内の紅茶関連の市民団体との協働や、自

治体や紅茶専門店での講演会などを開催し、参

加者にアンケートを実施した。この結果をもと

に、日本で紅茶を愛飲している消費者のあいだ

でも生産国側であるスリランカにおいてどのよ

うな人々がどのような暮らしを営んでいるのか

はほとんど知られておらず、またスリランカ自

体についても認識されていないということが判

明した（栗原 2015）。

よって本稿では、まず日本における紅茶の歴

史と背景、日本各地での紅茶を通した町おこ

しや市民活動などの取り組みを分析したうえ

で、宇都宮市および栃木県の茶産業および紅茶

とのかかわりを明確にし、地域の独自性や特徴

および可能性を解明する。

最後に、紅茶を通した町おこしや市民活動に

ついては後発組である宇都宮市と、本研究室に

て行っているスリランカ紅茶農園労働者の生活

環境改善支援はどのように結びつくことが可能

なのか、その道筋を考察し提示する。
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I．日本と紅茶のかかわり
1．日本における紅茶生産

紅茶はどのように日本人に普及していったの

だろうか。日本に初めて紅茶が紹介されたの

は、1856 年（安政 3 年 1）にアメリカの初代駐

日弁理公使タウンゼント・ハリスが静岡県下田

市に入港の際、江戸幕府への献上のために持ち

込んだものが最初と言われている。

その後、日本への紅茶の輸入は、1887 年（明

治 20 年）にわずかに 100 キロがイギリスより

輸入されたことからはじまる（日本紅茶協会 

2003）。当初は紅茶を飲むことは一般的ではな

く、一部の上流階級や在日外国人向けであっ

た。その後の紅茶輸入量は、特に戦後に増加

し、2014 年には 1,543 トンを超え、約 100 年で

日本人の生活にしっかりと普及、定着していっ

た ²。

しかし、紅茶が日本に紹介された当初は、

欧米への輸出のために紅茶の生産が始められ

た。茶の木は 1 種類のみのため、緑茶用の茶畑

で収穫された茶葉を紅茶生産に使用していた

が、当時の日本での紅茶生産は、そのほとんど

が欧米などへの輸出用であった（角山 1980）。

日本に初めて紅茶が紹介された際、政府は国内

で収穫される茶葉で紅茶が生産できることに着

目し、1878 年（明治 11 年）に「紅茶製造伝習

規則」を発令、全国 4 カ所に紅茶伝習所を設置

した。設置地は東京のほかは茶栽培の盛んな地

域である静岡（静岡茶）、福岡（八女茶）、鹿児

島（知覧茶）であった。1881 年（明治 14 年）

にはインド式製法を取り入れて本格的に紅茶の

生産を開始した ³。

その後、紅茶の生産は昭和初期にピークを迎

え、第二次世界大戦後には経済成長に伴い、価

格競争力を失っていく。これにより、国産紅茶

の産業化推進派中止され、緑茶生産がほとんど

となった。

一方、1971 年（昭和 42 年）には紅茶の輸入

が政府管理下の割り当て制から輸入自由化へと

移行し、日本国内で消費される紅茶は国産から

輸入品へと大きく移った。それと同時に、紅茶

の大衆化も一気に進み、安価なティーバッグが

普及した。

国産紅茶はその後も静岡県などの茶産地を中

心にごく少量の紅茶が生産されていたが、あく

までも緑茶生産の余剰茶葉で生産しているもの

で、地場消費用および茶園の差別化、そして紅

茶愛好者向けのための生産など、紅茶の生産・

販売で採算を取る目的ではなかった。

日本で紅茶が一般に浸透し始めたのは 1971

年（昭和 46 年）以降とかなり遅い。現在では

想像しにくいが、国産紅茶の生産が始まった明

治期は輸出用産品であり、政府も国内消費用で

はなく、輸出用産品としての紅茶の産業化を推

進していた。同じ明治期に日本に紹介され、

のちに一般に広く浸透し、日本の食文化の一つ

として定着したトンカツやオムライスなど、い

わゆる洋食とは違う形で日本の社会に浸透して

いったと言える。そのため、現在でも紅茶は、

欧米の飲み物というイメージが変化することな

く一般に広く浸透し定着しているといえる。

そのため、国産紅茶も少量ながら生産されてい

るものの、一般的には紅茶は海外から輸入され

ている飲み物という認識が定着しているのであ

る。

2．紅茶の消費促進と町おこし

このように、明治期に欧米から日本に入って

きた他の食物とは違う形で日本に定着した紅茶

であるが、日本の伝統的食文化とは距離を置い

ていたため、紅茶を通した市民の活動や町おこ

1 本稿では時系列を明確にするため、昭和までは年号と西暦
と併記、その後は西暦のみ記す

2 財務省「通関月表2014年12月」
3 http://www.marikotea.com/domestictea.html 　2015年12月1日

閲覧
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しなどは、最近までは紅茶を以前生産していた

地域以外ではあまり盛んではなかった。

日本における現在の紅茶を通した町おこしや

市民活動は大きく 3 種類に分けられる：

1）　紅茶消費量等をアピールした町おこし

紅茶専門店の店舗数や、紅茶消費量を

アピールした取り組み。愛知県尾張旭

市、栃木県宇都宮市。

2）　海外との交流

茶栽培をつながりとして海外の茶栽培

地域との相互交流。茶の生産地である

スリランカのヌワラエリヤ市と友好都

市協定を結んだ京都府宇治市。

3）　国産紅茶を通した町おこし

緑茶生産地による、地元産茶葉を使用

した紅茶の生産に取り組んでいる岡山

県高梁市、三重県亀山市、栃木県那須

地域。

以下に上記それぞれの取り組みの代表例を紹

介する。栃木県宇都宮市および那須地域におけ

る取り組みについては後述。

1）愛知県尾張旭市

1937 年（昭和 14 年）に設立された、日本紅茶

協会は、紅茶の消費促進や紅茶に関する教育を

行う国内唯一の紅茶関連業者の団体である ⁴。活

動の一環として、当協会が定めた基準を達成し

た喫茶店やカフェなどを「おいしい紅茶の店」

として認定している。この「おいしい紅茶の飲

める店」に登録された店舗数が日本一であり、

なおかつ一人当たりの店舗数も 1 位であるのが

尾張旭市である ⁵。

名古屋市から電車で 30 分程度の、人口 8 万

人ほどの尾張旭には、日本紅茶協会の認定した

「おいしい紅茶の飲める店」が 15 店ある ⁶。

人口比では、認定店が日本で一番多いことにな

る。これを活用して尾張旭市では、紅茶に関連

する様々なイベントを開催している。

尾張旭市観光協会の主催により、毎年 10 月

ごろに開催される「紅茶フェスティバル」は今

回で 4 回目を迎えた。2015 年は駐日スリラン

カ大使を迎え、スリランカ産セイロンティーの

プロモーションも実施された。このフェスティ

バルではシンポジウムや製茶体験、紅茶の販売

等、紅茶消費の促進が図られた。

尾張旭市でのこれらの取り組みは、自治体と

市民団体が協働し、尾張旭という小規模の自治

体を全国レベルでの知名にする有効な手段であ

るとともに、市民のあいだでも尾張旭の住民で

あることへの付加価値を与えている。これに加

えて、紅茶を通した取り組みということで、全

国の紅茶愛飲家のあいだで尾張旭の知名度が高

まり、紅茶を飲みに全国から尾張旭へ来ること

による経済効果も発揮している。

2）京都府宇治市

京都府宇治市と言えば、高級緑茶である宇治

茶が全国的にも知られており、その知名度は群

を抜いている。宇治市は 1986 年にスリランカ

のセイロンティーの産地の中心でもある同国ヌ

ワラエリヤ市と友好都市提携を締結した ⁷。19

世紀のイギリス植民地時代にそれまで山間地で

あった場所に紅茶産業の中心地として開拓され

たのがヌワラエリヤである。

セイロンティーの中でも高級茶に属するヌワ

ラエリヤ産紅茶は、世界的にも知名度がある。

緑茶と紅茶、それぞれ「茶」の産地として、

両市が友好都市提携を結び、定期的な市民の交

流が続いている。1990 年代はスリランカ内戦

6 http://www.tea-a.gr.jp/shop/　2015年12月1日閲覧
7 https://www.city.uji.kyoto.jp/0000000030.html  2015年12月1日

閲覧
4 http://www.tea-a.gr.jp/  2015年12月1日閲覧　
5 http://oacafe.com/ 2015年12月1日閲覧
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の影響で交流はしばらく途絶えていたが、2002

年のスリランカ内戦の停戦、そして 2009 年の

内戦終結と、徐々にその交流を再開した。

宇治市では、市民のヌワラエリヤ親善訪問やヌ

ワラエリヤの子供たちの絵画展を宇治市で開催す

るなど、文化交流も盛んに行われている ⁸。紅茶

に関連した町おこしの取り組みの中では、途

中スリランカ内戦による中断はあったとはい

え、1986 年に友好都市提携を締結後、定期的

な交流を続けてきている。宇治市とヌワラエリ

ヤ市の交流で特徴的なのは、紅茶自体のプロ

モーションよりも、現地の人々との交流を中心

に据えていることである。

3）茶の産地における国産紅茶

紅茶を通した取り組みの 3 つ目の例が国産紅

茶である。もともと緑茶の生産地であった地域

が、同じ茶葉を使用し紅茶を生産している例は

全国各地で見られる。

三重県亀山市は茶どころでもあるが ⁹、明治

から大正にかけて日本における紅茶生産の中心

地のひとつであった。1906 年（明治 39 年）に

三重県津市に紅茶伝習所が開設され、伊勢茶の

産地における紅茶生産が本格的に開始された。

その後、紅茶の輸入自由化を経た後も細々と亀

山産茶葉での紅茶生産は続けられていたが、平

成に入り消滅してしまう。その後 2012 年に復

活。少量ながら亀山紅茶として亀山市および紅

茶生産者協働のもと再び売り出している ¹⁰。

1993 年に結成された紅茶の会は、紅茶の好

きな有志により、紅茶に関する様々な企画や

町おこしに取り組んできている ¹¹。なかでも

特徴的なのが「全国地紅茶サミット ¹²」であ

る。全国の茶どころなどにおいて、収穫され

た茶葉で紅茶を生産し、それを町おこしなど

に活かしていく取り組みである ¹³。2012 年に

開催された全国地紅茶サミット in 高梁（岡山

県）には、全国から 25 の国産紅茶生産者が参

加し、約 80 種類の紅茶が出品、展示された。

これらの国産紅茶の生産者は地域で取れる茶

葉を使用しており、このようなイベントを

きっかけに地域振興のひとつとして取り組ん

でいるところも多い。2012 年に地紅茶サミッ

トを開催した岡山県高梁市もその一つである。

高梁市はもともとお茶の産地であるが、高齢化

が進み茶畑を管理できずに放棄する農家が増

加。これを逆手に取り、全国の紅茶ファンや若

者に呼びかけ、荒廃茶園復活とその茶葉を使用

した紅茶生産を行っている ¹⁴。地元産の茶葉で

作られた高梁紅茶は高梁市の備中高梁ブランド

の一つとして売り出されている ¹⁵。

このように、茶の産地であった地域が紅茶を

生産するようになり、それを地元の名産とし

て、また町おこしのツールとして活用する例は

全国で多く見られる。現時点では、どの紅茶も

全国規模の市場に乗るほどではなく、紅茶愛飲

家や地域の名産としての贈答等がその対象と

なっているといえる。紅茶という産品が日常と

は違う特別なものであることや国産紅茶という

希少価値により、地域の産品としてのインパク

トは小さくない。明治期から欧米の飲み物とい

うイメージが現在でも変わっていないことをう

まく活用した試みである。

8 http://uifa.news.coocan.jp/houkoku/2004/jigyohoukoku16.html  

2015年12月1日閲覧
9 亀山市産の茶を含む、三重県の伊勢茶は生産高が全国3位

である（農林水産統計2015年）。
10 http://k-benihomare.jp/index.html　2015年12月1日閲覧　
11 http://kouchanokai.jimdo.com/%E7%B4%85%E8%8C%B6%E3

%81%AE%E4%BC%9A/   2015年12月1日閲覧

12 国産茶葉を使用し国際で生産された紅茶は、地紅茶という
呼び名のほかに国産紅茶や和紅茶と呼ばれる場合もある。

13 http://kouchanokai.jimdo.com/%E5%9C%B0%E7%B4%8
5%E8%8C%B6%E3%82%B5%E3%83%9F%E3%83%83
%E3%83%88/  2015年12月1日閲覧

14 http://www.pref.okayama.jp/page/336765.html  2015年12月1日
閲覧

15 http://bitchutakahashi-brand.com/index.html  2015年12月1日閲
覧
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これら 3 つの例から、紅茶を通した町おこし

や市民活動を見てみると、そのほとんどにおい

て紅茶自体が主役であり、紅茶という付加価値

のある産品とともに、町の付加価値も上げる、

または地域振興のツールとすることが主な狙い

となっていることが分かる。紅茶の生産者であ

るスリランカの紅茶農園労働者にまで対象を広

げた活動を行っているのは、京都府宇治市とス

リランカヌワラエリヤ市の友好都市提携とその

交流事業以外にはほとんど見られない。

尾張旭市のような、市内の紅茶店を中心に町

おこしをする場合でも、紅茶というすでに加工

された産物がその付加価値の対象であり、紅茶

の原料である茶葉とその生産者に関しては、あ

まり触れられていない。一方、地元で収穫され

た茶葉を活用した国産の紅茶を通した町おこし

は、生産者も消費者も日本国内で完結している

ので、そこに輸入紅茶の生産者を関連付ける動

きは見られない。どちらの取り組みも、紅茶と

いうすでに茶葉に付加価値の付いた製品のみを

対象としたものであり、紅茶の生産者および紅

茶が生まれた背景までは入っていない。

II．栃木における茶産業と紅茶を通し
た市民活動

1．栃木県内の茶産業

これまで紅茶が日本に入ってきた経緯や産業

としての変遷、そして近年の紅茶を通した町お

こしなどを見てきたが、宇都宮市や栃木県には

紅茶に関してどのような有効な活用方法がある

のだろうか。

栃木県は江戸時代から続く茶栽培もみら

れ、村上茶（新潟県）、奥久慈茶（茨城県）な

どと並び、日本における商業用茶葉の生産地と

しては北限とされる地域の一つである ¹⁶。黒羽

茶（大田原市）や板荷茶（鹿沼市）は栃木を代

表する茶である。しかし現在では後継者不足が

理由で茶栽培をあきらめる農家も多い。そのた

め栃木県での茶の作付面積は年々減少してい

る。2012年の県内の茶の作付面積は69ヘクター

ルであり、これは 20 年前の 1992 年の 195 ヘク

タールから半分以上の作付面積となっている

（農林水産省 2015）。

大田原市須賀川地区および雲岩寺地区は茨城

県境に近い、八溝山の麓に位置する黒羽茶の産

地である。しかし、地域の高齢化や後継者問題

で手入れができずに茶栽培を諦める農家が年々

増え、茶畑の荒廃が深刻な問題となっていた ¹⁷。

栃木の茶産業は縮小の一途であり、これから

大きな発展の期待できる産業とはかならずしも

いえないであろう。

2．栃木における紅茶生産のうごき

このような状況のなか、地元産の茶葉で紅茶

を生産する取り組みが始められている。那須烏

山市の那須野紅茶は、もともと緑茶を製造して

いた烏山製茶工場が 1999 年より製造・販売さ

れている（RE: RAKU 2014）。静岡や九州など

と比べると寒冷であり収穫量も多くない栃木の

茶は、その気候が紅茶には適している。年々縮

小している栃木の茶栽培の振興にも一役買って

いる。那須野紅茶は宇都宮をはじめとした栃木

県内の紅茶店等でも販売されており、年々その

知名度も上がってきている ¹⁸。

また、黒羽茶地域の茶畑を再生する動きも出

始めている。地域住民で結成された「やみぞあ

16 茶栽培の北限についてはさまざまな解釈がある。岩手県の
気仙茶など東北にも茶を栽培している地域があるが、通常
は商業用茶栽培の北限は茨城、栃木、新潟であるとされる
（http://www.tokyo-cha.or.jp/entry2013/20130823_1910.html　
2015年12月1日閲覧）。

17 栃木県農業共済組合連合会によると、栃木県の茶農家の後
継者不足は深刻な問題であり、茶畑の放棄につながって
いる（http://www.nosai-tochigi.or.jp/news/260902/news.htm　
2015年12月1日閲覧）

18 h t t p : / / w w w. s h i m o t s u k e . c o . j p / n e w s / t o c h i g i / l o c a l /

news/20150512/1956356「甘み優しい那須野紅茶に　那珂川
で茶摘み」
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づまっぺ協議会」は、黒羽茶を生産している

大田原市須賀川地区および雲岩寺地区の活性

化、特に荒廃した茶畑を再生することを目的と

して活動している。同市須賀川地区は高齢者率

が 37% と市内で一番高い。住民 20 名で構成さ

れ、協力会員が市内および那須町におり、黒羽

茶の荒廃茶畑の再生を手掛けている。2014 年

からは紅茶の生産を開始し、2015 年からは一

般販売を開始した ¹⁹。また、宇都宮市内の旅行

会社主催による、茶摘みと紅茶製茶体験ツアー

なども始まり ²⁰、今後のさらなる展開が期待さ

れる。栃木県内にはほかにも鹿沼市の板荷茶が

商業ベースに乗っている緑茶を生産している。

宇都宮市郊外の大谷地区は大谷石の産出地と

して有名であるが、ここにもあらたな紅茶の動

きがある。渡邊紅茶は宇都宮市大谷の「茅葺き

の家・渡辺家住宅」の敷地内の茶畑で採れる茶

葉を使用した国産紅茶である ²¹。茶摘みから加

工までなるべく人の手を使って生産する、少量

であるが高品質の紅茶である。化学肥料や農薬

も使わず、より自然に近い形で茶葉を収穫し紅

茶を作ることが特徴である。茅葺き屋根や大谷

石でできた石蔵など、その風景もひとつの付加

価値として渡邊紅茶を生産している。

このように、栃木県においては茶栽培と紅茶

の生産をうまく連携させ、茶の文化を維持・

発展させるための町おこしの活発な取り組みが

徐々に始まっている。緑茶という伝統的な飲み

物を紅茶という欧米文化である外来の飲み物と

うまく融合させ、また地域の茶畑も町おこしの

ツールとして活用されているといえる。

3．宇都宮市内における紅茶を通した活動

一方、紅茶の消費量は宇都宮市がここ数年常

に全国上位に入っていることは先述のとおりで

あるが、このことは栃木県内の国産紅茶等の活

動の活発化とも大いに関連性がある。

宇都宮市の紅茶消費量は 2008 年に一位に

なって以降、毎年上位に入っている。その後東

日本大震災の影響などもあり消費量は減少に転

じているが、2013 年を除けば上位に位置して

いる。

宇都宮と紅茶の結びつきは、この紅茶消費量

全国一位になったことをきっかけに、一層具体

的なものとなり、宇都宮市内の有志により「紅

茶の薫るまち推進委員会」が 2008 年に結成さ

れた。宇都宮を紅茶で盛り上げていくために、

様々なイベントを実施している。宇都宮市立中

央小学校には全国初の紅茶部があるが、紅茶の

薫るまち推進委員会のメンバーが同小学校を訪

問し、紅茶についての教室を実施や、宇都宮市

内でのイベントなどでも出店し、市民に宇都宮

が紅茶消費量で 1 位になったことをアピールし

ている。

また、栃木県内には日光や那須、益子など全

国から観光客を呼び込むことができる観光地が

多い。これらの観光地には、カフェやレストラ

ンなど、非日常の雰囲気を提供する店舗が多い

のが特徴である。フレーバーティーやスリラン

カのウバ産の茶葉など、高級ブランドの紅茶を

提供する店も多い。宇都宮市内の紅茶店やこれ

らの紅茶を提供する店は緩やかなつながりで

高品質な時間と紅茶を提供するべく、宇都宮

の紅茶消費促進と結びついている（RE: RAKU 

2014）。先述の地場産紅茶である那須野紅茶な

ども、これらの店舗に入荷されており、観光の

面から見た場合でも、栃木で採れた茶葉で生産

した紅茶を栃木で飲むことが可能であり、新た

な付加価値を生み出している。

紅茶への支出額では神奈川県横浜市や兵庫県

19 http://www.nosai-tochigi.or.jp/news/260902/news.htm　およ
び　https://www.agrinet.pref.tochigi.lg.jp/tochigi_event/event.

cgi?rm=detail&event_code=100395  2015年12月1日閲覧
20 http://enishi-travel.jp/tour/detail/211  2015年12月1日閲覧
21 http://watanabekoucha.tumblr.com/  2015年12月1日閲覧
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神戸市に大きく水をあけられているが、消費量

に関しては上位または肩を並べている（財務省 

2014）。しかし、紅茶は宇都宮にとっても餃子

に続く町おこしの食品ツールになる可能性を多

分に秘めていることが、最近の栃木県内での紅

茶をめぐる動向からも見えてくる。

また、宇都宮の市民団体による活動に加え

て、宇都宮大学国際学部栗原研究室では、貧困

に苦しんでいるスリランカ紅茶プランテーショ

ン農園に居住する労働者の生活環境改善につい

て研究をしている。スリランカで紅茶生産に従

事する労働者の貧困をどのように解決すること

ができるのか、どのように紅茶消費者は関わる

べきなのかがテーマである。

2015 年 7 月 7 日に紅茶の薫るまち推進委員

会と協働し、講演会を宇都宮市の宮カフェにて

実施。宇都宮市在住の方を中心に参加を募り、

約 60 名の参加があった（図 1 および図 2）。

紅茶を多く消費している宇都宮だからこそで

きることを消費者の視点からスリランカの紅茶

生産に関わっている労働者の貧困削減にどのよ

うな支援ができるのかを考えるきっかけにして

もらうためのイベントである。同時に、スリラ

ンカの紅茶農園労働者についてどんなことが知

りたいのか、宇都宮の人々がどんなことを伝え

られるのかを問いかけていった。今後もこのよ

うなイベントを定期的に開催していく予定であ

る。

一方、地場産の国産紅茶等の地元からの発信

とは違った観点から紅茶と宇都宮を見ると、興

味深い点も見えてくる。紅茶専門店の株式会社

ルピシアは、全国の百貨店やショッピングモー

ルなどに出店し、近年その知名度を上げている

が、主要な生産工場のひとつが河内郡上三川町

にある宇都宮工場である ²²。必ずしも意識的に

宇都宮近郊に工場を建設したということではな

いにせよ、宇都宮を中心とする栃木県内におい

ては、紅茶に関連する事業や取り組みが比較的

多く見られ、紅茶に接する機会が多いと思われ

る。スリランカの紅茶農園労働者と日本の紅茶

工場の労働者のつながりなども可能なのではな

いだろうか。

III．紅茶を通した市民活動の課題と
可能性

1．日本における紅茶の付加価値と市民活動

日本における紅茶を通した市民活動や町おこ

しは紅茶という産品自体が中心であるというこ

とが浮き彫りになった。

これまで日本への紅茶の浸透の経緯をたどっ

たあとに、紅茶を通した市民活動や町おこしの

現状を見てきたが、いくつかの課題も浮かび上

がってきた。まず、全国的にも、栃木県内に

おいても、紅茶自体を楽しむための取り組み

図1 　毎日新聞栃木版 2015年7月8日

図2　下野新聞 2015年7月16日
22 http://www.lupicia.co.jp/information/outline.shtml  2015年12月1

日閲覧
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や、紅茶をアピールすることによりその土地の

付加価値を増すための取り組みがほとんどであ

り、紅茶の生産側である、スリランカをはじめ

とした紅茶生産国を見据えた取り組みはほとん

ど見られない。全国的にも紅茶による町おこし

に積極的な尾張旭市においても、在日スリラン

カ大使館を巻き込んだ町と紅茶のプロモーショ

ンは活発に行っているが、スリランカの紅茶農

園労働者へ視点を置いた取り組みは行われてい

ない。すなわち、完成品である紅茶という製品

のみの付加価値を町おこしに活用していると言

える。

紅茶という製品の生産過程には茶葉を収穫す

る人々も含まれているが、日本における紅茶を

活用した市民活動や町おこしには、これは含ま

れていない。もちろん、地場産の茶葉を使用し

た国産紅茶の取り組みには、海外の紅茶生産に

関する問題などは入る余地もないが、同じ生

産者という立場からつながることは可能であ

る。ただし、そのつながり方には注意を払わな

ければならない。

日本における紅茶を通した町おこしや市民活

動は、現地と友好都市提携を結んでいる宇治市

などごく少数を除くと、基本的にはその活動内

容が国内で完結している。

日本では、紅茶はその導入経緯から欧米の文

化を象徴する飲み物という地位が明治から現在

まで変わっていない。すなわち、欧米の文化

を象徴する飲み物であることが付加価値であ

る。この点を考慮すると、紅茶が欧米以外の

国々で生産されていることや、その生産者側で

ある紅茶農園の労働者の生活がいまでも植民地

時代とほとんど変わらないことは、日本におけ

る紅茶お付加価値になんらかの影響、それも負

の影響を与えかねない。現地生産者側の顔を敢

えて見せることにより、日本の消費者がより一

層紅茶に対する理解を深めることが理想である

が、そのためには、現地を知ることが必要不可

欠であり、そのための知見も新たに得なければ

ならない。

 

2．紅茶を通した市民活動の持つ可能性

宇都宮および栃木県は茶産地である上、宇都

宮の紅茶消費量は全国上位である。この 2 点を

繋げることにより、他の地域と差別化を図りな

がら、紅茶を取り入れた町おこしや市民活動が

可能なのではないだろうか。宇都宮および栃木

県は「キャッチフレーズが多い」、すなわち以

下のような売り込みやすい特徴を複数持ってい

るからである：

1） 「消費だけでなく茶の生産もしている」栃

木県と宇都宮市

2）「北限の茶」である大田原市周辺の黒羽茶

3） 「国産紅茶」を生産している黒羽茶地域と

宇都宮の渡邊紅茶

4） 「紅茶消費量全国上位」として市民のあい

だでも盛り上がりを見せる宇都宮市

栃木県は茶の栽培地であると同時に、黒羽

茶のようないわゆる北限の茶の地域も存在す

る。さらにその茶葉を使用した国産紅茶も生産

している。すなわち北限の国産紅茶である。

これらに加えて、宇都宮市は紅茶消費量が常

に全国上位であるということがあり、紅茶を

使った町おこしや市民活動を行うには最も適し

た地域であることは間違いない。

現在栃木県内では那須野紅茶や渡邊紅茶のよ

うな国産紅茶、そして紅茶の消費量上位である

宇都宮市と、多様な資源を持っている。これら

を有機的に繋げることにより、宇都宮市および

栃木県として、紅茶をより前面に出した PR が

可能であろう。北限の茶葉を使用した北限の紅

茶と紅茶消費量全国上位である宇都宮という一

つのストーリーが出来上がるのである。

また、紅茶の薫るまち推進委員会のような市



19

多文化公共圏センター年報　第８号

民団体により、現在栃木県内にてそれぞれで行

われている紅茶にまつわる活動をネットワーク

化することも可能であろう。

これらを考慮し、スリランカの紅茶農園労働

者と栃木のネットワークを繋げれば、現地との

関係も構築され、栃木とスリランカ双方にとっ

て有益そして刺激となり得る。スリランカ紅茶

農園労働者との連携を、紅茶を通した新たなる

資源として取り込むことができるうえ、スリラ

ンカ側にとっても支援の交流の窓口が開くこと

になる。

栃木および宇都宮が、紅茶を通してどのよう

に地域を活性化し、また市民のあいだでも紅茶

を通した活動を、スリランカの農園労働者と情

報共有することにより、労働者の士気の向上

および自らの地域の活性化も学べるはずであ

り、同時にスリランカ産紅茶を消費している栃

木および宇都宮の人々も生産者側に感謝の気持

ちを伝えることができる。また、それが紅茶を

通した様々な市民活動や町おこしの新たなる付

加価値なり得るのである。

まとめ
紅茶が日本に初めて紹介されてから 150 年を

超える。この間、紅茶は輸出用の産品という位

置づけから国内で一般に飲まれるものと変化を

遂げてきた。しかし、洋食などとは違い、日本

の食文化に取り込まれることなく、欧米式の飲

み方を維持したまま現在に至る。これは、明治

期に日本に入ってきた他の食物と比べても非常

に特徴的である。紅茶が輸出することを主な目

的として生産されてきたこと、その後の紅茶の

輸入自由化により、国内消費のほとんどがイン

ドやスリランカなど海外からの輸入に切り替

わってしまったことが大きいと考えられる。

紅茶の持つ高級なイメージは、このような背

景のもと形成されてきたと考えられるが、これ

はすなわち紅茶を通した町おこしや市民活動を

行う際の重要な鍵でもある。

このイメージを損なわずに、上手くスリラン

カなどの生産国側を取り込み、関係を構築する

ことが、今後の宇都宮市ならびに栃木県におけ

る紅茶を通した町おこしや市民活動にとっても

大きな鍵となるといえるであろう。 
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